


































































































































ギャップ ＠ 題名 ギャップ
?
ページ
??
用　　　例
1ページ分
????ギャップ
　上記紙テープ上のフォ　一’マットをチェックし，誤りのないデータに対して
’1は・用例文に題名，ページをつけて磁気テープに転記する。転記された磁気
’テープフt一マットは次のとおりである。
　　　　　　　　　　アウトプット磁気テープフォーマット
ギャップ 題　名
?
ページ
??
用例1ページ分 ???? ?ギャップ
　なお漢字テレタイプのコードは1字2桁から成っており，電子計算機内で
のデータの転送に関してはそのつど偶奇のチ＝ックを行なう必要がある。
　奇数個のデータの転送されたときは，明らかに1桁のずれがいずれかで
廻ったことになり，漢字テレタイプに印字させる場合正しい字とならない。
1こ口偶奇のチェックは，プログラムデバッグ等でデータの転送処理を連続し
て行なうときに有効と思われる。なお機械に読みこむときのデー・タの大きさ
回して原：文1ページ分をとった。紙テープ上でその前後にギャップをおいて
ある。
　ラン2及びラン3
　用例文中から1単位語を見出し語として立て，見出し語の含まれていた位
㌧置を用例文中に示すと局時に，繊典（題名，ページ），用例1センテンスを見撮
し語につけて磁気テープに書き回す。ラン3においては，おのおのラン2で
：立てられた4個のキーについてソートを行なう。このプログラムの開発の目
｛的が語彙調査の闘題点をさぐることにあることは前にものべたが，語彙調査
・を行なおうとする揚合，調査の対象となる作品の，語彙の構成や単語の所属
．と単語相互間の関係を調べることは非常に重要なことである。又同音語の判
完については特に重要であると思われるが，各単位語の持つ性質や位相の違
・い，慣用的用法，語の講成等によってある程度犀わけられることが予想さ
：れ，各単位語が文脈の中でどのよ5な条件のもとに置かれているかを調べて
．おくこどは，語の用法の分析のために非常に有意義であると思われる。その
　　　　　　　　　　　　　　　一　95　一一一
ため，このランにおいて，見出し語を含めて4個のキー（分類排列のための分
類点）を設定してあるが，語を構成する単語の特徴がそれによっ．てソーF（分
類排列）されるとき，それぞれ特徴を持ったいくつかのグループに分けられ．
見分けやすくなると考えたのである。同様に，岡じ語の中の意味分類にも・
用例をグループ分けしておくことが有効であると思われる。
　それゆえ見出し語の含まれていた用例文の全文を見出し語の後につけて参
考となるようにし，見出し語が原文のどんな揚所にあったかを示すため，
ページ，行事を用例文の後にそえてある。
　見畠し語及び注について
　文章は各々わかち書きされているため，各単語の切れ目のスペースによっ．
て1単位語を求めることができる。各単位語の構成はカッコを含むものと含
まないものとに分けられ・見出し語を立てた後に見出し語に該当した位置に．
＊＊＊の記号をつけてある。以下順に見出し語の立て方を説明ずる。
1・単傭語にカッコのないもの
　このカッコのない単位語は・かなのみで表記されている穿活用語（助詞を・
含む）及び終止形の活用語である。単位語はそのまま見出し語として立てら・
れる。
2．単位語にカッコのあるもの
　カッコ内にあるものすなわち漢字の読み又は活用の終止形を見出し語とL．
て立て，カッコの外の語（原形すなわち漢字又は活用形）を，注の形で書き
そえることにした。なお，ソー5　fe　・一としては見出し語を第1キーとし・注、
を第2キーとして使用した。
3．前及び後1単位語について
　見出し語として立てた単位語の導爆は後の単位語を各々ソートキーとして
使製し，一定の基準（ソートしたとき同一見出し語中の用例文を，前・後
の単位語と見出し語との閾連を基準としてならべる）でグループ別に集めて
おくtとは，文の構成上の特徴をつかむうえに大きな手がかりとなる分合がこ
ある。このような点を考慮して，見出し語について前1単位語及び後1単位二
譜をソートキーの第3・第4として設定した。
　　　　　　　　　　　　　　　ny　C・・1　一一
　以上4個のキーについて説明したが，各単位語の長さが11文字以下の場
合は全文字を，11文字を越えるものについては11文字までを，ソートキー
として使用したが・これはソートルーチンにおけるキーの最大桁数が漢字デ
レタイプ44文字までを限度とするため，4個のキーに話する配分によるも
のである。なお，このランにおけるアウトプットフォーマットは次のとおり
である。
　　　　　　　　　アウFプット磁気テープフォーマット
ギャッ? 見出し?
塒
㌦轟藩後1単位語
　22桁
題．名
　40桁
ページ行
12桁　4桁
用例1セ
ンテンス
可変長
??????ギャッ?
　ここで各単位語の5ち11文字を越えた語についての処置は，見出し語に
ついてe＊　tl文字目の位置に㊥（イコ　・一ルマーク）記暑を入れ，．’　11文字を越え
た残りの文字を用例文中の　＊＊＊　記弩の後に入れてある。ただし注，及
び前・後の各単位語についてはこの処置は省き，11文字を越えた文字につ
いては切り捨ててある。
　geJ）　一一＠（＊＊＊OOOO）＠一
　　　又は　～㊥＊＊＊○○○○＠～
　　　㊥はスペース（余白）を示す。
　　　＊以下は見離し語について11文字を越えた残りの文字。
　なおソートルーチンは，HITA　C一　3010用サービスルーチンを使用
し，ソートに要した時闘は，平均桁数500桁のデータ1，710欄で約15分程
度であった。
　ラ　ン　4
　プPtグラムラン4では，ソート済みのデータを規定の印字フォーマットに
従い，紙テープにパンチする。パンチされた紙テープは，漢テレにかけ総索
引を作成し，このプログラム全部を終了する。
　用例文には各々見出し語がつけてあるが・同一の見出し語については見出
し語を索き，用例出典題名を順次ならべて印字できるよう紙テープにパンチ
する。また用例の1センテンスは必ず1ページ内におさまるよ5になってい
る。
　　　　　　　　　　　　　　　一臼7一
以下に，とのランの結果，印字された総索引の一部を例としてあげる。
　　　　かんだた
　2　そこで◇草強◇限物干（＊＊＊）は大きな声　を　出し　て，　「
　とら　，　罪人ども　．　（◇供組川竜之介全集　閥一A　O2）
　匿二こちらは地獄の底の血の池で，ほかの罪入
　　と　いっしよに，　浮い　たり　沈ん　だり　し　て　い　た◆：肇強◇限
　画多（＊＊＊　）　で　ございます　．（◇供組川竜之介全集　三入C　O2）
　摩　ですから　◆草強◇限颪多（＊＊＊　）　も　たまり　ませ　ん　・　（◇供
　組川竜之介全集　匹一A　O4）
　匿　やや　しばらく　登る　うち　に　，　とうとう　◇四強◇二三多（＊＊＊
　　）もくたびれて，もうひとたぐりも上の方へは登
　れ　なく　なつ　て　しまい　まし　た　．　　（◆供組川竜之介全集　四十A
　O　2）
　『　ですから　さすが大どろぼう　の◇草強◇限画多（＊＊＊）　も　ヂ
　　やはり　」血　の　漉　の　」血に　むせび　ながら　，　まるで死にかかっ
　　た　かわず　の　ように　g　ただ　もがい　て　ばかり　おり　まし　た　．
　　（◇供三川竜之介全集　三九A　O4）
　？三お釈命定町様は極楽のはす池の縁に立って，1
　　この一部始終をじっと晃ていらっしゃいましたが，や
　がて’◇草強ゆ限画多（＊＊＊　）　が　血．の　池　の　底　へ　石　の　よ
　うに沈ん　で　しまい　ます　と　，　悲しそうな　お顔　を　なさり　な
　がら　，　また　ぶらぶら　お　歩き　に　なりはじめ　まし　た　・（◇供組
　斑竜之介全集　四一C　O3）
　？　すると　その　地獄　の　底　に，　◇草三二限画多（＊＊＊　）　と
　いう　男　が　ひとり　，　ほか　の　罪人　と　いっしょに　うごめい　て
　いる　姿　が　，　お　目　に　とまり　まし　た　・　（◇供maJll竜之介全集
　三七C　O1）
　結　　　び
　以上で65カンソに関する目的とプログラムに関しての一般的な説明を終
る。このプログラムの開発によって・新聞語彙の大量調査を行なってN・くう
えに，はじめには朱知であった多くの問題点が発見され，再認識され，解決
　　　　　　　　　　　　　　　　一98一
を求められていることがわかった。現在国語研究所で行なっている新聞爾語
の調査は，非常に規模の大きなものとなる。そのため計算機の能率のよい運
懲方法や入間の配置等全体の作業の流れについて，今後ともいろいろ概究し
「でいかなければならない。又漢字テレタイプの印字については非常に時聞が
かかっているが，機械の開発も必要であること等が，漢字テレタイプの印字
ζにかわる勉の漢字物別法の研究も合わせて行なわれる必要がある。それに
よって・65カンソの作成はいっそう意味のあるものになるであろう。
　なお・このプログラムの作成にあたっては研究補助員沢田さち子氏の協力
魯得たぽか，NBC山本武氏の助書を得た。
一一　99　一
分かち轡き済み
原データ
65カンソシステ．ムフ耀削チヤ鰯卜．・
1漢テレパンチ
pfr??
??????????
??
¢
M／T
1文について各単
｛旛．を見．出～む語と
し馬例，．出典を添
えて磁気テープに
書く。
o
MIT
＠ 見出し語を五十音順に
ソートする。
＠
ソート済
みデータ
ソート済みデータ
を印字フオーマト
に従って紙テープ
にパンチするo
P／T
讃テレ
印　字
終　了
一　1．ce．　一
ラン1
P／T
データー
終了か
＊
???ー??? 車
題名．
チェック
＊
INEXT
」締脚：勘各　＊
紀号チ出．ヅク
ピリオドまでを1
レコードとし題名，
出畢きを添える。
移送データー一　＊
は偶数｛薗か
MIT エラープリント
一　101　一
ラン2．．
??
データー
fーター　　　需
I了か
：N冠XT　　　キ
　　　　　　篇
ﾇみ．を：見出し語
ﾆし漢字を第2
ｩ趨し語とする。
1文中の単．
唐ﾌ処理は
@終りか
@　　中
蛯堰Ft語に読み
ｪあるか
@　　串
P語は活
l形か
@　　幸
＝
単藷を見出し語として立てる。
見出し語のあっ
ｽ位澄を＊＊＊　」でつめる。
見出し語の位置
ﾌ行をカウント
ｷる。
見出し語の前後の単譜を第3，
謔S見出し語と
ｷ．る。
用例中の記号を
謔闌ｩ出し語，
o典，馬例を磁
Cテープに轡く。
Mノ丁
1
一一　102　一
　　　1ラン3
ソートルーーチン　，
醤EXT
ラン4
データ
データ
終了か
串
終了弾
1ページ分の　＝eL
パンチ1たか
改行をパンチ
に1ページ分
の長さを、と
とのえるe
見出し語11　S
文字以上か
用例文中の残
りと見出し議
を合わせる。
1
?
同一
晃出し語か
や
見出し言喬を省
き∫：§倣出典
懸名をパンチ
見出し藷，屠
例出典，題名
を．パンチ
一一P03一一
